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急
峻
な
地
形
と
脆
弱
な
地
質
か
ら
な
る
国
土
が

台
風
や
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
わ
が
国
の
歴
史
は
、

洪
水
と
の
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。

近
年
に
お
い
て
も
毎
年
の
よ
う
に
こ
う
し
た
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

洪
水
へ
の
た
ゆ
み
な
い
備
え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、河
川
は
動
植
物
に
残
さ
れ
た

貴
重
な
生
息
・
生
育
環
境
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
土
交
通
省
は
河
川
の
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、兵
庫
県
の
円
山
川
流
域
で
は
、

地
元
の
豊
岡
市
や
市
民
の
皆
さ
ん
等
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

洪
水
へ
の
備
え
を
強
化
し
つ
つ
、一
時
絶
滅
し
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

野
生
復
帰
の
実
現
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
観
光
振
興
等
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
生
物
多
様
性
に
関
す
る
取
組
み
は
国
際
的
な
関
心
も
高
く
、

特
に
そ
の
経
済
的
な
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

日
本
の
河
川
に
お
け
る
治
水
と
環
境
保
全
を

両
立
さ
せ
る
取
組
み
は
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

考
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

国
内
外
の
有
識
者
ら
に
よ
る

議
論
を
通
し
て
、日
本
の
河
川
に
お
け
る

自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
の
価
値
と

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、

日
本
の
取
組
み
を
世
界
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
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13:00 開会　[12:30開場 ]

13:05 基調講演
 『途上国における持続可能な発展に向けた
 生態系サービスと生物多様性の価値評価の取組み』
 サリ・K・ソーダーストロム   [世界銀行持続可能な開発ネットワーク
    環境局 部門マネージャー ]

13:50 国内の取組報告1
 『日本の河川環境行政の取組み』
 金尾 健司　[国土交通省水管理・国土保全局河川環境課長 ]

14:20 国内の取組報告2
 『人と自然の共生－小さな世界都市・豊岡－』　
 中貝 宗治　[兵庫県豊岡市長 ]

14:50 休憩

15:05 パネルディスカッション
 『これからの河川環境を考える －自然環境の保全・再生の価値－』
 コーディネーター
 中村 太士　[北海道大学大学院農学研究院教授 ]

 パネリスト
 根本 崇　[千葉県野田市長 ]

 中貝 宗治　[兵庫県豊岡市長 ]

 金井 司　[三井住友信託銀行株式会社 経営企画部 CSR担当部長 ]

 足立 敏之　[国土交通省水管理・国土保全局長 ]

 この他、海外の自然環境の保全・再生に詳しい方を予定。

17:00 閉会
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問合せ・申込先
国際シンポジウム
これからの河川環境を考える 事務局
[公益財団法人 日本生態系協会内
 担当：野口、井上、亀田 ]

〒171-0021
東京都豊島区西池袋2-30-20 音羽ビル
Tel : 03-5951-0244   Fax : 03-5951-2974
E-mail : riversymposium1011@ecosys.or.jp
HP : www.mlit.go.jp/report/press/
 mizukokudo03_hh_000550.html

以下の必要事項を、メール又はFAXにて、シンポジウム事務局までお送りください。
取材を希望される報道機関の方も、参加申込みをお願いいたします。
その際、「取材希望」と明記してください。

|申込み必要事項 |
❶氏名（フリガナも明記）　❷所属（機関／会社名・部課名・役職等）
❸Ｅメール　❹電話およびFAX　❺取材希望の有無

|申込み締切 |   平成24年9月28日（金）
ただし、定員（100名程度）になり次第、締切とさせていただきます。

|申込み後の手続き |
「参加票」を、平成24年10月2日迄にメールまたはFAXにて送付させていただきます。
参加票は当日、会場受付にてご呈示ください。
なお、9月28日迄にお申込みをされた方には、参加の可否を10月2日迄にメールまたは
FAXにてご連絡いたします。

|備考 |
1.当日は、報道機関の取材でカメラ撮影
が行われる場合があり、参加者の姿を
含む写真や映像などが報道される可
能性があります。あらかじめご了承下
さい。

2.主催者等のホームページや広報資料
等に、参加者の姿などを含む写真等を
使用させて頂く場合があります。あら
かじめご了承下さい。

3.取得した個人情報については、シンポ
ジウム事務局において厳重に管理し、
本シンポジウム開催以外の目的で利用
されることは一切ありません。

4.出演者や講演時間は諸事情により変
更になる場合があります。あらかじめご
了承ください。

5.ご来場の際には公共交通機関をご利
用ください。

|  参加申込方法  |     国際シンポジウム「これからの河川環境を考える　－自然環境の保全・再生の価値－」

（敬称略）

※この他、海外の自然環境の保全・再生に詳しい方を予定。


